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　行財政改革を断行し財政再建に取り組んだ
結果、一般会計の市債残高が平成15年の1,107
億円から約600億円まで減少しました。今後も
行政改革を着実に実行するとともに、将来的
な財政負担を軽減させるため、土地開発公社
を解散します。

　緑ゆたかな世界一美しいまちを目指して、
良好な住環境の形成に努めます。
　また、学校や市営住宅等の施設、道路・橋梁
および上下水道などのインフラについても老
朽化が進んでいることから、「公共施設の保全
計画」「道路橋長寿命化修繕計画」等に基づき
効率的かつ適切な維持管理に努めます。

　待機児童の解消に向けて認可保育園の開園
を進め、認定こども園の推進に向けた検討も
行います。さらに、市立幼稚園全園での預かり
保育や、芦屋病院で病児保育を実施し、子育て
しやすい環境づくりを進めます。
　また中学校給食では、まず潮見中学校で自
校方式による実施の準備を進めます。

　

り
ま
す
。

■
学
校
給
食
で
は
、「
芦
屋
市
立
中
学
校
の

　

給
食
実
施
検
討
委
員
会
」か
ら
の
報
告

　

を
も
と
に
、ま
ず
潮
見
中
学
校
で
自
校

　

方
式
に
よ
る
実
施
の
準
備
を
進
め
ま
す
。

■
市
立
幼
稚
園
の
三
園
で
実
施
し
て
い

　

る
預
か
り
保
育
を
九
園
全
て
で
実
施

　

し
ま
す
。
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■
若
者
育
成
支
援
と
し
て
今
年
度
よ
り
相

　

談
窓
口
を
設
け
、支
援
を
強
化
し
ま
す
。

■
県
の
権
限
委
譲
に
伴
い
、低
体
重
児
の

　

届
出
の
受
理
、未
熟
児
の
訪
問
指
導
お

　

よ
び
養
育
医
療
の
給
付
を
行
い
ま
す
。

■
妊
婦
健
康
診
査
費
の
助
成
に
つ
い
て
、引

　

き
続
き
十
四
回
の
助
成
を
実
施
し
ま
す
。

■
保
育
所
の
待
機
児
童
対
策
と
し
て
、四

　

月
に
山
手
町
に
七
十
八
人
定
員
の
民
間

　

認
可
保
育
園
を
開
園
し
、さ
ら
に
、若
宮

　

町
に
七
十
二
人
定
員
の
民
間
認
可
保
育

　

園
を
平
成
二
十
六
年
四
月
の
開
園
を
目

　

指
し
て
準
備
を
進
め
ま
す
。

　

さ
や
命
の
大
切
さ
を
見
つ
め
直
す
啓
発

　

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

■
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
で
は
、講
座

　

や
相
談
事
業
等
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
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■
学
校
園
の
情
報
公
開
に
努
め
、保
護
者
・

　

地
域
関
係
者
等
の
地
域
と
連
携
し
た
特

　

色
あ
る
教
育
活
動
を
実
施
し
、信
頼
さ

　

れ
る
学
校
園
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

■
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果
を

　

分
析
し
、児
童
生
徒
の
学
力
向
上
に
取

　

り
組
む
と
と
も
に
、算
数
・
数
学
の
理
解

　

向
上
の
支
援
と
し
て
各
校
へ
学
習
指
導

　

員
の
配
置
と
、理
科
授
業
の
充
実
の
た

　

め
、小
学
校
へ
指
導
補
助
員
を
配
置
し

　

ま
す
。

■
い
じ
め
問
題
に
は
、家
庭
・
地
域
・
関
係

　

機
関
と
連
携
・
協
力
し
て
、い
じ
め
の
早

　

期
発
見
、早
期
対
応
に
努
め
ま
す
。ま
た
、

　

学
校
だ
け
で
は
対
応
が
困
難
な
事
案
に

　

は
、県
や
学
校
支
援
チ
ー
ム
、市
の
顧
問

　

弁
護
士
等
を
活
用
し
て
問
題
解
決
を
図

　

す
い
施
設
と
な
る
よ
う
努
め
ま
す
。

■
生
涯
学
習
で
は
、学
習
機
会
の
充
実
に

　

努
め
ま
す
。

■
美
術
博
物
館
や
谷

　

崎
潤
一
郎
記
念
館

　

で
は
、各
種
特
別

　

展
の
実
施
の
ほ
か
、

　

夏
の
節
電
対
策
の

　

た
め
ク
ー
ル
ス

　

ポ
ッ
ト
と
し
て
、

　

イ
ベ
ン
ト
等
を
検

　

討
し
ま
す
。

■
海
浜
公
園
プ
ー
ル
の
屋
外
プ
ー
ル
改
修

　

工
事
を
行
い
、施
設
整
備
に
努
め
ま
す
。
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■
平
和
施
策
で
は
、「
み
ん
な
で
考
え
よ
う

　

平
和
と
人
権
展
」の
開
催
や
、平
和
の
尊
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■
広
報
活
動
で
は
、ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
の
改

　

訂
や
市
民
便
利
帳
の
発
行
、デ
ー
タ
放

　

送
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
を
開
始
し
ま
す
。

■
地
域
課
題
解
決
の
仕
組
み
づ
く
り
と

　

し
て
、自
治
会
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　

ア
団
体
等
と
の
協
議
会
の
設
置
を
目

　

指
し
ま
す
。

■
竹
園
地
区
集
会
所
は
、本
年
九
月
か
ら

　

供
用
開
始
を
目
指
し
ま
す
。

■
奥
池
地
区
集
会
所
で
は
、ハ
イ
カ
ー
等

　

が
利
用
で
き
る
外
部
用
ト
イ
レ
を
設

　

置
し
ま
す
。
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■「
潮
芦
屋
交
流
セ
ン
タ
ー
」を
国
際
交

　

流
の
拠
点
と
し
て
、誰
も
が
利
用
し
や
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■
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、ア
ン
ケ
ー

　

ト
調
査
を
実
施
し
、地
域
福
祉
の
拠
点

　

と
し
て
事
業
内
容
を
充
実
し
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
の
特
定
健
康
診
査
や
後

　

期
高
齢
者
医
療
健
康
診
査
の
受
診
を
促

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
保
持
を
担
う

　

医
療
機
関
の
責
任
を
果
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、地
域
医
療
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

　

の
た
め
、地
域
の
医
療
機
関
従
事
者

　

を
対
象
に
、各
種
研
修
会
を
開
催
し

　

ま
す
。
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啓
発
活
動
に
努
め
ま
す
。

■
高
齢
者
福
祉
で
は
、見
守
り
体
制
の
整

　

備
に
努
め
ま
す
。

　

を
充
実
さ
せ
る
た
め
、「
基
幹
相
談
支
援

　

セ
ン
タ
ー
」の
設
置
の
検
討
を
進
め
ま

　

す
。
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■
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
相
談
窓
口
の
充

　

実
と
、振
り
込
め
詐
欺
や
架
空
請
求
の

　

被
害
防
止
に
努
め
ま
す
。

■
警
察
や
防
犯
協
会
等
の
関
係
機
関
と
の

　

連
携
を
強
化
し
、情
報
提
供
に
努
め
る
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■
国
・
県
に
よ
る
災
害
被
害
想
定
や
対
象

　

の
見
直
し
を
踏
ま
え
、地
域
防
災
計
画

　

の
修
正
作
業
を
進
め
ま
す
。

■
阪
神
間
で
の
広
域
避
難
に
つ
い
て
研
究

　

を
行
う
ほ
か
、津
波
一
時
避
難
施
設
に

　

避
難
用
品
設
置
等
の
取
り
組
み
を
進
め

　

ま
す
。

■
災
害
時
要
援
護
者
の
支
援
や
備
蓄
物
資
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���　４月13日（土）午前10時～正午〈小雨決行〉
　　　　����午前９時30分・
　　　　　　　阪急芦屋川駅北側「星座の広場」
���　芦屋市三条分室・
　　　　会下山遺跡
����講師説明・現地見学
����先着15人
�����　小林（�090-6601-
　　　　　　6243）へ
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�����　４月27日（土）正午～
　　　　　　午後２時30分
　　　　　　<雨天時は、翌日同時刻に順延>　
�����　市役所北側花壇前　
�����　小学生以下の子ども
　　　　　　（低学年以下は保護者同伴）　
������　筆記記具・帽子・タオル・水筒・長靴・古い運動靴

など、汚れてもよい服装、着替え・あればタモ
網・スコップ・水槽など　

�����　電話またはファクス（住所・氏名・電話番号・子
どもの年齢を明記）で下記へ
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（開場２時30分）

Ｖ.86／愛の夢
ほか
0円）
所・市役所売店・ローソンチケット
＊４月３日（水）より発売
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① 9:00

②12:00

③15:00

④18:00
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�������　浜風通り
�� � � � �　消費生活センター講座

��������　地域とともにある病院
　　　　　　　　　　　　　　　芦屋病院60年　
�� � � ��芦屋市消防団
　　　　　　　　　　　　　　消防団員募集
 ������　芦屋散歩
��������	
�������������������	
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進
し
て
、疾
病
予
防
を
図
り
ま
す
。

■
こ
ど
も
等
の
通
院
医
療
費
の
一
部
助
成

　

の
対
象
を
七
月
か
ら
中
学
校
三
年
生
ま

　

で
拡
充
し
ま
す
。ま
た
医
療
費
の
負
担

　

が
大
き
い
一
定
の
所
得
以
下
の
世
帯
を

　

対
象
に
、新
た
に
三
歳
か
ら
中
学
校
三

　

年
生
ま
で
の
通
院
医
療
費
を
無
料
化
し

　

ま
す
。

■
七
十
歳
以
上
で
内
部
障
害
に
よ
り
身

　

体
障
害
者
手
帳
一
級
か
ら
四
級
を
お

　

持
ち
の
か
た
な
ど
を
対
象
に
、肺
炎
球

　

菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
を
一
部
助

　

成
し
ま
す
。

■
芦
屋
病
院
で
は
、公
園
・
緑
地
・
駐
車
場

　

棟
の
整
備
が
完
了
し
、「
ク
リ
ー
ン
・
ア

　

ン
ド
・
グ
リ
ー
ン
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
」と
し

　

て
新
し
い
芦
屋
病
院
が
完
成
し
ま
す
。
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■
権
利
擁
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
周
知
を

　

図
り
、地
域
に
お
け
る
権
利
擁
護
の
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■「
芦
屋
庭
園
都
市
宣
言
」に
ふ
さ
わ
し

　

い
美
し
い
ま
ち
な
み
形
成
の
た
め
、

　
「
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
」や「
花
と
緑

　

の
コ
ン
ク
ー
ル
」を
継
続
し
て
実
施

　

し
ま
す
。

■
芦
屋
市
ま
ち
づ
く
り
連
絡
協
議
会
を

　

中
心
に「
ま
ち
づ
く
り
協
定
」の
認
定

　

作
業
を
行
い
、コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
派

　

遣
等
を
通
じ
て
、ま
ち
づ
く
り
活
動

　

の
啓
発
、支
援
に
努
め
ま
す
。

■
芦
屋
景
観
地
区
と
芦
屋
川
特
別
景
観

　

地
区
の
運
用
実
績
に
よ
り
、更
に
緑

　

ゆ
た
か
な
美
し
い
芦
屋
の
景
観
施
策

　

を
進
め
ま
す
。ま
た
、景
観
行
政
団
体

　

を
目
指
し
、よ
り
一
層
、景
観
の
保

　

全
・
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。
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■
一
般
住
宅
向
け
の
太
陽
光
発
電
設
備
の

　

導
入
補
助
を
継
続
し
ま
す
。ま
た
、公
共

　

施
設
の
新
設
お
よ
び
建
て
替
え
時
に
は
、

　

積
極
的
に
太
陽
光
発
電
設
備
の
導
入
に

　

努
め
ま
す
。

■
ご
み
出
し
が
困
難
な
一
人
暮
ら
し
の
高

　

齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
で
、地
域
や

　

身
近
な
人
の
協
力
が
得
ら
れ
な
い
な
ど
、

　

一
定
の
条
件
に
該
当
す
る
か
た
を
対
象

　

に
、個
別
収
集
を
実
施
し
ま
す
。

■
ご
み
焼
却
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
る

　

た
め
、改
修
工
事
を
行
う
と
と
も
に
、

　

老
朽
化
し
て
い
る
廃
棄
物
運
搬
用
パ

　

イ
プ
ラ
イ
ン
施
設
の
あ
り
方
の
検
討

　

を
進
め
ま
す
。

■
よ
り
一
層
マ
ナ
ー
の
向
上
を
図
る
た
め
、

　

歩
行
中
お
よ
び
自
転
車
乗
車
中
の
喫
煙

　

の
禁
止
を
徹
底
さ
せ
る
よ
う
市
民
マ

　

ナ
ー
条
例
の
改
正
を
検
討
し
ま
す
。
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■
芦
屋
公
園（
南
）お
よ
び
呉
川
公
園
の
ト

　

イ
レ
建
て
替
え
工
事
に
あ
わ
せ
て
公
園

　

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
ま
す
。

■
交
通
安
全
対
策
と
し
て
、歩
道
の
バ
リ

　

ア
フ
リ
ー
化
や
転
落
防
止
柵
の
改
修
を

　

行
い
ま
す
。ま
た
、通
学
路
の
緊
急
総
点

　

検
で
の
問
題
個
所
に
つ
い
て
、交
通
安

　

全
対
策
を
講
じ
ま
す
。

■
上
宮
川
橋
の
歩
道
改
良
工
事
を
実
施
し
、

　

歩
行
者
の
安
全
確
保
に
努
め
ま
す
。 
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■
市
民
参
画
と
協
働
に
よ
る
住
み
よ
い
ま

　

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

■
職
員
の
人
材
育
成
で
は
、研
修
の
充
実

　

と
、必
要
な
知
識
や
能
力
を
職
場
で
育

　

む
組
織
風
土
の
醸
成
に
努
め
ま
す
。
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■
芦
屋「
高
浜
松
韻
の
街
」宅
地
分
譲
事
業

　

で
は
、早
期
の
完
売
に
向
け
て
取
り
組

　

み
ま
す
。

■
市
税
等
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に

　

お
け
る
収
納
お
よ
び
パ
ソ
コ
ン
や
金
融

　

機
関
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
な
ど
か
ら
収
納
を
行

　

う
た
め
、マ
ル
チ
ペ
イ
メ
ン
ト
ネ
ッ
ト

　

ワ
ー
ク
を
利
用
し
、市
民
の
皆
さ
ん
の

　

利
便
性
向
上
を
図
り
ま
す
。

備
に
努
め
ま
す

■
高
齢
者
へ
の
バ
ス
運
賃
助
成
事
業
に
つ

　

い
て
、Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
導
入
に
取
り
組

　

み
ま
す
。

■
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
相
談
支
援
体
制

連
携
を
強
化

情
報
提
供
に
努
め
る

　

と
と
も
に
、自
主
的
な
防
犯
活
動
の
支

　

援
を
継
続
し
ま
す
。

■
公
益
灯
の
照
度
ア
ッ
プ
や
増
設
を
計
画

　

的
に
進
め
ま
す
。

■
災
害
時
要
援
護
者
の
支
援
や
備
蓄
物
資

　

の
検
証
等
に
つ
い
て
、地
域
と
連
携
し

　

て
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

■
打
出
浜
小
学
校
に
防
災
倉
庫
と
防
災
資

　

機
材
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

■
南
芦
屋
浜
地
区
で
は
、兵
庫
県
企
業
庁

　

と
連
携
し
、幹
線
道
路
・
緑
地
・
上
下
水

　

道
等
を
整
備
し
、「
交
流
と
に
ぎ
わ
い
の

　

あ
る
安
全
・
安
心
・
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

　

り
」を
進
め
ま
す
。

■
仲
ノ
池
緑
地
の
護
岸
施
設
の
改
修
工
事

　

の
際
に
、池
の
生
態
系
調
査
を
実
施
し
、

　

自
然
環
境
の
保
全
に
努
め
ま
す
。ま
た
、

　

寄
贈
を
受
け
た
東
芦

　

屋
町
の
宅
地
に
つ
い

　

て
は
、寄
贈
者
の
ご

　

意
向
に
よ
り
、「
東
芦

　

屋
緑
地（
仮
称
）」と

　

し
て
整
備
し
ま
す
。

■
上
下
水
道
事
業
で
は
、老
朽
管
路
等
の

　

整
備
・
更
新
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

■
霊
園
で
は
、安
全
柵
や
手
す
り
の
設
置

　

と
、道
路
や
園
路
等
の
補
修
・
改
修
工
事

　

を
進
め
ま
す
。

■
商
工
行
政
で
は
、商
工
団
体
と
連
携
し

　

て
市
内
商
店
街
な
ど
の
活
性
化
支
援
を

　

行
い
ま
す
。
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　山中市長が、市民の皆さんに本年度の主な取り組み等につい
て説明し、より良いまちにするため、市民の皆さんと意見交換を
行います。
　会場は、市内14カ所の集会所等で開催します。各会場は約30人
入場できます。各会場には、駐車・駐輪スペースはありません。バ
スまたは徒歩でお越しください。身体に障がいがあり自動車駐
車場を利用されるかたについては、事前にお申し出ください。
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���　４月25日（木）
　　　　午前10時～11時30分
���　朝日ケ丘集会所・
　　　　洋室Ａ
�������４月19日（金）
　　　　　　    までに下記へ
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����　　６月８日（土） 午後３時～（
����　　ルナ・ホール＜全席指定＞
����　　トリオ・ソナタ　イ短調ＲＶ
　　　　　　アヴェ・マリア／芦屋川ほ
����　　当日3,000円 （前売り2,500円
��������　市民センター事務所
　　　　　　　　　（Ｌコード53792）＊
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